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【 会 議 録 】（概要） 
 日時:平成 20 年 10 月 9 日（木）19:00～22:00 

会議名 
越谷市自治基本条例審議会 

第３部会 第８回会議 
場所 

越谷市役所第二庁舎５階 

研修室１・２ 

件名 

議題 

○協議事項 
（１）今後の部会の進め方について 
（２）懇談会等意見集について 

資料等 有  無 

出席者 

出席委員 

樋口部会長、飯島副部会長、池島委員、植竹委員、亀井委員、江利川委員(６名) 

欠席者 

櫻井（隆）委員、松本委員、原田委員(３名) 

事務局 

立澤企画課長、青山企画課主査、野沢同主任、水口同主事(４名) 

支援者：特定非営利活動法人越谷ＮＰＯセンター(２名) 

傍聴者 なし 

内 容 別紙 ◆主な意見等のとおり 

●合意・決定事項等 

・【資料１】（市民意見等に対する部会検討の順序について）に基づいて、副部会長が今後の部会の進め方

について説明をし、【資料２】（懇談会等意見集）について、｢意見の趣旨を素案検討の際に考慮する｣、｢現

段階では保留とする｣、｢既に骨子案に盛り込まれている｣等の確認を行っていくこととした。 

・【資料２】(懇談会等意見集)のうち、第３部会の個別検討事項である、１８行政運営―総合振興計画～２

９行政運営―市職員の責務及び３０住民投票―発議・請求と結果の尊重について、特に重要な意見やさ

らに検討の必要な項目などを拾い上げた。 
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◆主な意見等 

・縦割り行政の是非については、既に検討している事項ではあるが、再度検討する必要があると思う。 
・｢財政自治の原則｣については、実現性の視点から懇談会等でも疑問が多く出ている。 
・自主財源の確保については、現状を踏まえた議論を今後する必要があると思う。 
・公益通報の仕組みづくりについて具体的に検討する必要がある。 
・現場の声を聞くための参画のしくみづくりが大切だと思う。 
・個人情報の行き過ぎた保護についての指摘が懇談会では多くあった。 
・災害時の助け合いのしくみについては、｢危機管理｣等の項目を設けてもう少し検討したいと思う。 
・条例の実効性の確保については、別に市民による組織を設けることも検討する必要がある。 
・自治会の加入率の低下についての問題は多くの懇談会で指摘があった。 
・｢危機管理｣についての指摘は、理念として条例に盛り込みたいと思う。 
・｢防災・防犯｣については、地域コミュニティ(自治会等)との連携が重要になる。 
・｢住民投票｣における｢常設型｣、｢非常設型｣については、十分な議論がされていない。今後、しっかりと

議論しなければならない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


